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被災地に咲いたひまわり、その種が新たな未来を紡ぐ 

～のぞみがかなう 笑顔になれる ひまわりの種～ 
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 「2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分」東日本大震災の発生から 2 年が経過しました。日本の近代で例を見な

い巨大津波の到来、それに続く福島第一原子力発電所の事故により、東北地方の太平洋側は大きな被害

を受けました。その傷跡は 2 年を経てもなお癒えていません。 

 ファンケルではこの未曾有の大災害を受けて、2011 年 5 月から従業員をボランティアとして派遣する「美と

健康の Save the 東北プロジェクト」をスタートさせ、仮設住宅でのメークアップサービスや栄養相談、ガレキ

の撤去、炊き出しなどさまざまなプログラムで、支援活動を続けてきました。スタートから今年3月末までに実

施した活動は 74 回、参加した従業員数は延べ 476 人にのぼります。 

  

 今回はその中から宮城県石巻市で現地の方々と協力して行った「のぞみがかなう 笑顔になれる ひまわ

りの種」プロジェクトと 4 月 8 日から開始するチャリティを紹介します。 

≪上写真≫宮城県石巻市渡波栄田地区に咲いたひまわりを囲んで 

（地元のボランティアの皆さんとファンケル従業員） 

ファンケル ニュースレター Ｖｏｌ．26

横浜市中区山下町 89-1 〒231-8528

 TEL : 045-226-1230  
FAX: 045-226-1202  



 

震災による津波で甚大な被害を受けた石巻市の渡波栄田（わたのはさかえだ）地区は、土壌にガレキや塩

分が混ざり、植物が育ちにくい環境になってしまいました。 

この状況を改善するため、ファンケルではこの地区にお住まいの方々の要望を受けて、2012 年 4 月 19 日に

当年に入社した新入社員 21 人を派遣し、住民の方々と協力して海水を含んで硬くなった更地を耕すなど土壌

整備を行い、ひまわりの種を植えました。 

以後、土壌整備とひまわりを育てる作業は、地元

有志と当社従業員のボランティアが引き継ぎ、同年 4

月 28 日（計 6 人）、5 月 19 日（計 7 人）、6 月 2 日（計

8 人）と同地区を訪問し、道路沿いにひまわりの種を

植えたり、雑草を抜くなどの作業を行いました。 

悪条件のため、ひまわりはなかなか芽を出しませ

んでしたが、6 月に入ると多くのひまわりが発芽し成

長、7 月にはたくさんのひまわりが花をつけ、8 月末ま

で、渡波栄田地区の街道沿いには、約 500 本のひま

わりの元気な黄色が溢れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【期      間】 2011 年 5 月～ 

【実 施 回 数 】 74 回（2013 年 3 月末時点） 

【参加従業員数】 476 人（累計） 

【活動メニュー】 メークアップサービス、ハンドマッサージサービス、ネイルサービス、 

青汁提供、栄養士による栄養相談（社団法人日本栄養士会との協業）、 

家屋の片づけ、紙芝居、マルタ（うさぎのキャラクター）の着ぐるみ、 

被災して置き去りになった犬や猫の世話、ひまわりの種まき など 

【サービスを受けていただいた方】 

メーク：565 人、ハンドマッサージ：1,557 人、ネイル：210 人 

ファンケル「美と健康の Save the 東北プロジェクト」概要 



 

 

現地への訪問回数を重ねるうちに、一緒に作業をしてくださる地元の方々との交流も生まれました。その中

のお一人、本プロジェクトでリーダーとして作業をしている、石巻市渡波栄田地区にお住まいの佐藤嘉代子さ

んからいただいたお手紙をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悪条件の中でも、芽を出して葉を広げ、花を咲かせたこの強いひまわり達を、来年も咲かせるために、9 月か

らは種の採取を開始。9 月 15 日（計 8 人）、10 月 13 日（計 8 人）の 2 回にわたり、現地を訪問し、種を採取する

ためにひまわりの花を伐採し、枯れたひまわりや枝や根をまとめる作業などを行いました。この作業を通じて、

約 3,000 個のひまわりの種が集まりました。 

 

今回、ファンケルでは、津波に襲われた厳しい土壌、環境で力強く育ったこのひまわりの種を「のぞみがかな

う 笑顔になれる ひまわりの種」として、この 4 月から新しい挑戦やスタートを切る人たちを元気づける「お守り」

として、直営店舗でご希望の方にお渡しすることにしました。4 月 8 日からスタートし、配布数は 700 袋の予定で

す。お渡しの際にチャリティ募金をお願いし、集まった募金はひまわりを植えた石巻市渡波栄田地区の復興支

援に活用します。（チャリティは種がなくなり次第終了します） 

ファンケルでは、今年度も引き続き、「美と健康の Save the 東北プロジェクト」を通じ、被災地の支援を「継続

的」に行っていく考えです。 

 

一緒に作業をした石巻市渡波栄田地区在住の佐藤嘉代子さん（写真）からいただいたお手紙 

ひまわりが繋ぐ絆～現地の方々との交流を通じて～ 



 

  
 

   
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本件に関する報道関係者様からのお問合せ先 

株式会社ファンケル 社長室 IR・広報グループ 

ＴＥＬ：０４５-２２６-１２３０ FAX：０４５-２２６-１２０２ 

「のぞみがかなう 笑顔になれる ひまわりの種」 配布店舗

１.ファンケル 銀座スクエア 
   東京都中央区銀座 5－8－16 （中央通り沿い日産ギャラリー並び） 

２.ファンケルハウスＪ 八重洲地下街店 
   東京都中央区八重洲 2－1 （東京駅八重洲地下街北１号） 

３.ファンケルハウス 自由が丘店 
   東京都目黒区自由が丘 2－12－21 （自由が丘駅 ヒロストリート） 

４.ファンケル ボイス  
   神奈川県横浜市中区山下町 89－1 （ファンケル本社１階） 

５.ファンケルプラザ 
   神奈川県横浜市栄区飯島町 109－1 （ファンケル飯島ビル１階） 

 

                                           （計５店舗） 


